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研究成果の概要（和文）： 本研究では、「音楽的経験」を相互人間関係的プロセスととらえ、実践者と対象者の「音
楽的対話（やりとり）」を可視化する方法を検討し、「音楽的経験」を形式化する意義を明らかにした。また、主に非
言語的交流を中心とする前言語的段階の発達全体に果たす役割を明らかにするために、「音楽療法における数学的パラ
ダイム」の理論研究を行った。これにより、「音楽的経験」を軸としたカリキュラムの基盤で重視すべき活動内容と系
統性が明確になった。

研究成果の概要（英文）：This study investigated a method for visualizing the musical dialog between a     
practitioner and a target that treated a musical experience as an interactive process in human relations, 
and demonstrated the significance of formalizing this musical experience. 
It also studied the mathematical paradigm in musical therapy from a theoretical perspective, in order to  
identify the role that the preverbal stage of a nonverbal exchange plays in overall development. From this
 work, the activity content and systematics that should be emphasized as the basis of a curriculum built  
 around musical experience have been pinpointed.
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１．研究開始当初の背景 
筆者は、30 年にわたり「音楽的対話（やり

とり）」に着目した実践を行い、その構造を
ミクロ的・マクロ的に分析する方法を検討し
ている。その一環として、Piaget 、Bruner
らを援用し、音楽的発達と音楽的認知を有機
的に把握するための記録・分析方法の開発を
進めており、2002 年以降は、「音楽的対話」
の順次性・系統性を重視したプログラムを創
出している〔平成 14 年度萌芽研究および平
成 15-16 年度基盤研究（C）〕。 
 正高信男（1993、2001）が、ヒトに備わっ
ている高等な能力ともいうべき言語習得の
基盤こそ音楽知覚であると述べているよう
に、即興性の強い「音楽的対話」は、音楽的
発達だけではなく言語発達の基盤と成り得
る。この「音楽的対話」においては、「感性
情報処理」が要求されることになるが、「音
楽的対話」を支えるのは感性だけではない。  
 筆者は、Piaget の「保存概念の獲得」を「音
の世界を通しての感情（情動）の保存の芸術
（波多野 1987）」として捉え直すだけではな
く、実践を「知」という視座で捉え、感性フ
レームワークを用いてその変容を可視化し
た〔平成 18-19 年度基盤研究（C）〕。 
言語活動と非言語活動のプロセスを詳細

に記述可能なツール（フレームワーク）の創
出により、音楽表現行為を暗黙知の領域にと
どめずに、形式知として共有することができ
る方法論を提示することができ、これまで検
証が極めて困難であった前言語的段階の対
象者も分析対象とすることが可能になった
〔平成 20-22 年度基盤研究（C）〕。 
また、音楽表現と言語活動を連関させるプ

ロセスや他の教科とのかかわりにフィール
ドを広げ、音楽の果たす社会的機能を確認し、
教育の隣接関連領域における実践を通して、
乳幼児から高齢者までの様々なライフステ
ージにおける感性の様相の変容を抽出する
ことを試みた。 
ミクロ的・マクロ的分析により、対象者理

解を深化させることができるだけではなく、
実践者の臨床知を相対化することができる
ようになり、ミクロ的分析の蓄積によって、
音楽的発達をマクロ的に照射する可能性を
見いだすことができた。こういった作業プロ
セスは、カリキュラム開発の根拠として重要
な役割を果たすと考えられる。次の段階とし
て、対象者を取り巻く関係者（家族・先生・
療育者・保育者）が蓄積した記録（ポートフ
ォリオ）を分析する方法を開発することによ
り、さらに対象者のライフステージ全体を把
握できるものと考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、「音楽的経験」を相互人間関

係的プロセス（Bruscia, 1986）と捉え、以下
３つを研究の柱とした。 
（１）実践者と対象者の「音楽的対話」を可
視化するツールを改善する。 

（２）「音楽的経験」における形式化の意義
を明確にする。 
（３）「音楽的経験」を軸としたカリキュラ
ム構成について検討する。 
 
３．研究の方法 
 研究の目的の３つの柱に対する具体的な
方法は以下の通りである。 
（１）ツールの改善 
これまでに引き続き Kenneth E. Bruscia

に依拠した実践を継続するためには、実践者
と対象者の「音楽的対話」を可視化するツー
ルが必要となることから、①これまで開発し
たミクロ分析方法の簡便化を図り、②エピソ
ード記述やポートフォリオを用いたマクロ
分析方法を改善することが必要である。 
①については、Karin Schumacher（ドイ

ツの音楽療法士）の記録方法を調査・検討し、
②に関しては、グランデッドセオリーを援用
し、具体的な事例を基に新たな方法を開発す
る。 

 
（２）形式化の検討 
 言語発達のステージにより、形式化の様相
が異なることから、Daniel N. Stern 理論を
検討し、前言語的段階に関する形式化につい
て再考察する。特に、音楽療法の質的研究に
おける Kenneth Aigen と Henk Smeijsters
の議論を検討する。 
 
（３）カリキュラム構成の検討 
①カリキュラムの基盤を検討するために、

Smeijsters の提唱する「数学的パラダイム」
に関する調査を行い、実践への適用を検討す
る。また、②教員養成型 PBL 教育における
カリキュラムを検討する。 
 
４．研究成果 
（１）ツールの改善 
①Stern 理論に基づいた Schumacher によ

る実践・研究のうち、評価・記録の現場での
活用を検討した結果、前言語期の自閉症児へ
の適用が有効であることがわかった（学会発
表１）。 
②音楽療法士、隣接関連領域の専門職によ

るインタビューや家族との往信など、幼年期
のＡ児に関するポートフォリオ（2007-2011）
を分析することにより、対象者の「布置」を
照射することを試みた。 

 

図１．コード化の作業 



まず、修正版グラウンデッド・セオリー・
アプローチによってエピソードにラベリン
グし、比較・概念化し、蓄積されているエピ
ソードの特徴、事象の見方、そこに映し出さ
れていないこと、エピソードのよりどころと
なっている軸を明らかにしながら、対象者を
とりまく「関係性」をとらえた。 
さらに、コードの中から母の「Ｍに対する

表現」が表れているものを選び出し、それら
の特徴を表わす 15のカテゴリーを生成した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

 
図２．カテゴリー化の作業 

 
これらの作業から、「M 児が本当の M 自身

を理解してもらいたいと思っている」という
母親のドミナントストーリーからは読み取
ることのできなかった対象者の世界（他者と
の対話・材の共有・身体性／感覚／運動）を
照射することができた。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３．カテゴリ－の経年変化 

 
この方法により、対象者の「像」を紡ぎ直

し、暗黙的に焦点化された「像」を相対化す
ることが可能であること、データに密着して
文脈をおさえることは、記録の解釈や対象者
の理解の可能性をひらくことにつながって
いくことが明らかになった（学会発表６）。 

 
（２）形式化の検討 
筆者は、実践者に求められる力量を「臨む

力」と「望む力」と規定している（根津、2004）。
前者は、対象者とのセッションを通して対象

者を理解する力であり、後者は、対象者のラ
イフステージ全体を見通して実践を行う力
である。前述した（１）②の研究の結果、「臨
む力」にかかるポートフォリオを重ね合わせ
ることにより、対象者や家族を中心とした関
係者のライフヒストリーを「望み直す」こと
ができただけではなく、共有することによっ
て、ドミナントストーリーでは掬うことので
きなかった事実を確認することができた。こ
のことから、文字化・記号化の意義について
再確認した。 
一方で、「音楽的対話」には、形式化が困

難な対象や段階がある。本研究においては、
さらに音楽療法における質的研究をめぐる
SmeijstersとAigenの論争について検討した。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図４．自己感の形成（Stern ,1985 を改変） 
 
  Stern は、自己感の発達推移として、４つ
の領域（新生かかわり合いの領域・中核かか
わり合いの領域・間主観的かかわり合いの領
域・言語的かかわり合いの領域）を規定して
いる。Stern 理論の核は、乳児が出生直後よ
り身体的な独立性と統一性のある自己をも
った存在として外界の現実と活発にかかわ
っていると考える点である。また、身体的な
自己感（core self）が基盤となり、間主観的
なかかわり合いの段階では、情動調律によっ
て情動的交流が可能になるとし、とりわけ
core self（中核自己）と音楽との関係に着目
している。重要なことは、Stern が、怒り・
悲しみ・幸せなどの「カテゴリー性情動」と、
「～のような」という情動の活性化輪郭とを
区別していることである。佐藤（2011）によ
れば、前者は「カテゴリー性情動的・意識的」
な共感であり、後者の調律は「生気情動的・
無意識的行動」である共鳴である。 
 また、内外の研究では、「間主観的かかわ
りあいの領域」における情動調律と音楽療法
のアナロジーに関する言説が多いが、Stern
や Smeijsters が着目している生気情動は「新
生かかわりあいの領域」「中核かかわりあい
の領域」を対象にすることができるという可
能性があるが、一方で、言語のレベルのみな
らず、意識のレベルに関する言及も求められ
ることになる。 
近年の Smeijsters は生気情動と音楽フレ

ーズの同型性に着目して音楽的体験を説明



している。対して Aigen らは、空間における
動きの体験に基づいたメタファーと相互に
繋がることで音楽的体験と感情的な経験と
の繋がりを説明している。両者とも、音楽中
心主義のコンセプトであることを主張しな
がら、メタファーは空間に基づいた観点から
説明され、アナロジーは時間に基づいた観点
から説明されている 。 
近年の議論の中で特に注目すべき点は、

Smeijsters が音楽について言語による解釈
を超えようとしていることである。これは、
言語的交流の背後では常に非言語的水準の
交流が展開しており、この水準でも言語化さ
れない知識（関係性をめぐる暗黙の知）が集
積されるとするボストン変化プロセス研究
会の影響を強く受けていると考えられる。重
要なことは、言語的に理解されることによっ
て意味が生成するのではなく、情動や感覚と
いったレベルでの交流の中で意味が生起す
るということである。 
以上から、「音楽的経験」を軸としたカリキ
ュラムの基盤で重視すべき活動内容と系統
性が明確になった（学会発表１）。 

図５．論争 
（Smeijsters、2010 を大竹・根津が改変） 

 
（３）カリキュラム構成の検討 
さらに、「音楽的経験」を軸とするカリキ

ュラムの基盤となるステージの特性を明ら
かにするために、音楽療法のパラダイムにつ
いて検討した。 

 

図６．音楽療法のパラダイム 
 
特に、Smeijsters の提唱する「数学的パラ

ダイム」の特徴および理論的課題を明らかに
し、「数学的パラダイム」の具体的な実践へ
の活用を考察した。まず、古代ギリシャの音

楽理論に関する数学史を視座としたモデル
を提示し、Smeijsters の提唱する「数学的パ
ラダイム」の特徴を明らかにした（論文１．
３．５）。 
その結果、Smeijsters の「数学的パラダイ

ム」は、図７のハルモニア・ラチオに焦点化
し、音楽に内在する数学的秩序との共鳴を強
調したもので、人間に内在する音楽に対する
能動的な機能を内包していないことを指摘
し、図７のアナロギア論および音楽的エート
ス論が不足していることを確認した。 

 

図７．数学史に基づく古代ギリシャの 
   音楽理論の系譜（上垣・根津 2012） 

 
また、Smeijsters は Stern によって 1985

年に注目された生起情動（vitality affects）
と、晩年の Stern が生を活性化する根源的要
素として重視した vitality と音楽療法との関
連を重視していることを確認することがで
きた。 
このように Smeijsters の研究の系譜を遡

ると、アナロジーの概念がモデルにおける
「アナロギア論」を補充し、生気情動の概念
が「音楽的エートス論」の領域を補いつつ、
最終的には数学史を視座としたモデル全体
を包含すると考えることができる。また、最
も重要なことは、提唱時の「数学的パラダイ
ム」では、音楽との「調和」が強調されてい
ることに対し、近年の Smeijsters の理論•実
践では、他者との「調律行為」が重視されて
いるということを明らかにした。 
以上から、音楽療法における即興行動を調

律行為（tuning）とし、「数学的パラダイム」
を「外界の音楽への能動的な調律行為」とし
て再規定することにより、音楽だけではなく
他者との相互作用も内包することができる
ことが明らかになった（学会発表１）。 
このことから対象者や発達段階を限定す

ることができるだけではなく、調律行為を軸
とすると、「意味および内容」「構造」「知覚」
「音響」という音楽の次元のうち、「知覚」「音
響」レベルにおいて「数学的パラダイム」を
適用することが可能になる。これは同時に
「数学的パラダイム」に、「魔術的パラダイ
ム」から「心理的パラダイム」への接合的・
移行的機能が内在することを意味するもの

１.「魔術的パラダイム」 
 
２.「数学的パラダイム」 
 
３.「医学的パラダイム」 
 

４.「心理学的パラダイム」 
１）言語的心理療法を指向

した音楽療法 
２）音楽を指向した音楽療

法 
３）心理的プロセスと音楽

的プロセスの類同を指

向した音楽療法 
 アナロジー的音楽療法 



である。これは、音楽的経験を軸とするカリ
キュラム構成の基盤となるステージの特性
と考えることができる（図７）。 

図７．基盤ステージの特性（根津、2014） 
 
②教員養成型 PBL 教育のカリキュラムに

関しては、前音楽的経験（生活科の学習内容
との比較）、外音楽的経験（国語／保健体育
などの表現教科との関連）、準音楽的経験（美
術／技術などとの協働）、音楽的体験（理科
／数学との認識の相違）の５種の領域におけ
る活動の整理を行い、幼年期の発達段階と表
現行為の関連を再検討し、具体的な実践の企
画および教材開発を行った。 
また、異文化交流を核としたハワイにおけ

る演習（ワイアナエ地区ホームレスシェルタ
ーおよびコアロハ・ウクレレ工場視察等）に
より「暗黙的」「表現的」「共有的」象限の実
実地研究を創出することができた。 

 

  
図８．ハワイにおける演習 
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